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information
　

金
銭
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重

債
務
、借
地
・
借
家
問
題
、離
婚
、相
続
、

損
害
賠
償
請
求
事
案
な
ど
、お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

◆
３
月
２
日
峨（
歌
志
内
市
・
上
砂
川
町
）

　

横
井 

千
穂　

弁
護
士

◆
３
月
９
日
峨（
赤
平
市
）

　

丸
山 

健　

弁
護
士

◆
３
月
16
日
峨（
歌
志
内
市
・
上
砂
川
町
）

　

小
荒
谷 

勝　

弁
護
士

◆
３
月
23
日
峨（
赤
平
市
）

　

山
内 

崇
史　

弁
護
士

◆
３
月
30
日
峨（
歌
志
内
市
・
上
砂
川
町
）

　

冨
岡 

俊
介　

弁
護
士

赤
平
会
場　

市
コ
ミ
セ
ン
別
館
２
階

　

音
楽
室（
商
工
会
議
所
と
な
り
）

開
催
時
間

▼
赤
平
市（
10
時
～
12
時
）

▼
歌
志
内
市
・
上
砂
川
町（
13
時
30
分      

　

～
15
時
30
分
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

生
活
環
境
交
通
係
緯
32
‐
２
２
１
５

　

歌
志
内
市
役
所
緯
42
‐
３
２
１
７

　

上
砂
川
町
役
場
緯
62
‐
２
０
１
１

※
先
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方

　

が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
、市
長
と
直
接
お
話
し

し
ま
せ
ん
か
。昼
間
働
い
て
い
る
方

や
大
勢
の
中
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な

方
な
ど
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る

　

方
、ま
た
は
市
内
の
企
業
に
勤
務

　

さ
れ
て
い
る
方
。

日　

時　

３
月
23
日
峨
18
時
～

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
ば
ん
は
市
長
室

※
懇
談
時
間
は
１
人（
１
団
体
）30
分

　

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。な
お
、個
人  

　

的
な
ご
相
談
は
受
け
付
け
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受　

付　

３
月
１
日
俄
～
５
日
画

申
込
み
・
問
合
せ　

広
報
広
聴
係

　
緯
32
‐
１
８
３
４

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、行
政
に
つ

い
て
苦
情
、要
望
、意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。行
政
相
談
の
対
象
は
、国
の
行

政
機
関
、特
殊
法
人（
Ｊ
Ｒ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

な
ど
）の
業
務
、年
金
、登
記
、道
路
、河

川
、郵
便
、窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
業

務
で
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。口
頭
、電
話
、手
紙
で
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　

時　

３
月
17
日
我
13
時
～
16
時

場　

所　

産
業
研
修
ホ
ー
ル
２
階

　
（
総
合
体
育
館
横
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

行
政
・
公
共

無
料
法
律
相
談
会

定
期
行
政
相
談

　

の
影
響
に
よ
り
、中
止
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
急
ぎ
の
方
は
、総
務
省
の「
行
政

苦
情
１
１
０
番
」に
お
い
て
対
応
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
苦
情
１
１
０
番

　

緯
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
１
１
０

行
政
相
談
委
員

　

堀
口 

妥 

氏
、北
村 

則
子 

氏

問
合
せ　

生
活
環
境
交
通
係

　

緯
32
‐
２
２
１
５

　

赤
平
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、４
月
か
ら
小
学
校
の
新
１

年
生
と
な
る
児
童
に
、さ
さ
や
か
な
入

学
お
祝
い
品
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
児
童
の
お
宅
へ
、民
生

委
員
児
童
委
員
が
直
接
伺
い
ま
す
。

配
布
期
間　

３
月
中
旬
～
下
旬

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

kokko

かわいいおともだちを
紹介します！

あかびらの人口
令和３年１月末日現在

※（　）内は前月比

総　数 9，627人　(止15)

男 4，379人　(止８)

女 5，248人　(止７)

世帯数 5，702世帯(止５)

お天気メモ
(令和３年１月)

お知らせ

akabira

information

前　年

最高気温 5.4℃ ( 3.4℃)

最低気温 -18.1℃ ( -16.2℃)

降 水 量 13.5mm ( 4.5mm)

降 雪 量 235.0cm ( 122.0cm)

問
合
せ　

赤
平
市
民
生
委
員
児
童
委

　

員
協
議
会
事
務
局（
地
域
福
祉
係
）

　

緯
32
‐
２
２
１
６　

民
生
委
員
児
童
委
員
か
ら

新
入
学
児
童
へ
の
お
祝
い



13 Ａkabira 2021.3

　

市
で
は
、令
和
３
・
４
年
度
に
お
い

て
発
注
す
る
少
額
工
事
等（
50
万
円
未

満
の
工
事
な
ど
）、ま
た
は
少
額
物
品

（
30
万
円
未
満
の
物
品
）契
約
の
参
加

希
望
を
す
る
業
者
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

  

な
お
、令
和
３
・
４
年
度
の
建
設
工

事
・
物
品
契
約
等
の
指
名
登
録
申
請
を

提
出
し
て
い
る
業
者
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

提
出
書
類　

　

契
約
管
財
係
に
あ
る
指
定
様
式
に

　

納
税
証
明
書
、納
税
状
況
確
認
書
、

　

誓
約
書
な
ど
を
添
付
。

受
付
期
間

　

３
月
1
日
俄
か
ら（
令
和
３
・
４
年

　

度
中
、随
時
受
付
）

申
込
み
・
問
合
せ　

契
約
管
財
係

　

緯
32
‐
２
２
１
２

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校
・

短
期
大
学
・
大
学
・
大
学
院
に
在
学
す

る
方
を
対
象
と
し
た
、赤
平
市
の
奨
学

金
制
度
で
す
。

　

卒
業
後
、奨
学
金
返
還
中
の
年
度
に

お
け
る
市
内
で
の
居
住
・
就
労
状
況
に

令
和
３
・
４
年
度

少
額
工
事
等（
物
品
）の
受
付

に
よ
り
、全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
金
額（
月
額
）

◆
高
校
・
高
専（
１
年
～
３
年
）

　
　
　
　
　
　

…
月
額
２
万
円
以
内

◆
高
専（
４
年
～
５
年
）、修
学
年
限
が

　

２
年
以
上
の
専
修
学
校
・
短
大
・
大

　

学
・
大
学
院 

            

…
月
額
４
万
円
以
内

※
修
学
年
限
が
１
年
の
専
修
学
校
は 

　

対
象
外
で
す
。

受
付
期
限　

４
月
分
か
ら
の
貸
与
は 

　

４
月
23
日
画
ま
で
。

　

右
記
の
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

　

申
請
を
受
け
付
け
た
月
分
か
ら
の

　

貸
与
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
学
校
教
育
課
に
あ
り

　

ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課
総

　

務
係　

緯
32
‐
１
８
２
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
特
例
措
置
と
し
て
、有
料
道
路
を

使
用
し
た
際
の
障
が
い
者
割
引
の
申

請
手
続
き
を
郵
送
で
行
な
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

茨
有
料
道
路
障
害
者
割
引
申
請
書
兼

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
申
請
書

芋
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

　

帳
の
写
し

鰯
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車

　

届
出
済
証
の
写
し

允
運
転
免
許
証
の
写
し（
障
が
い
者

　

ご
本
人
が
運
転
さ
れ
る
場
合
）

印
障
が
い
者
ご
本
人
名
義
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ

　

カ
ー
ド
の
写
し（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す

　

る
場
合
）

咽
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
管
理
番
号
が
確

　

認
で
き
る
も
の（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器

　

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書

　

な
ど
）の
写
し（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す

　

る
場
合
）

問
合
せ　

地
域
福
祉
係

　

緯
32
‐
２
２
１
６

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
や
障
が

い
者
世
帯
、ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
で

自
力
で
の
除
雪
が
困
難
で
あ
り
、支
援

し
て
く
れ
る
親
族
も
な
い
世
帯
に
、除

雪
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

支
払
っ
た
除
雪
費
の
領
収
書（
原

本
）を
期
限
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。期
限
を
過
ぎ

た
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

３
月
31
日
我

提
出
先
・
問
合
せ　

赤
平
市
社
会
福
祉

　

協
議
会　

緯
32
‐
１
０
１
５

　

家
屋
改
造
や
解
体
に
伴
い
、給
水
装

置（
道
路
の
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
配

水
管（
水
道
本
管
）か
ら
分
か
れ
た
給

水
管
か
ら
蛇
口
ま
で
）の
改
造
や
撤

去
を
行
な
う
場
合
は
、赤
平
市
水
道
条

例
に
基
づ
き
、赤
平
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
を
通
じ
て
給
水
装
置
工

事
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
を
せ
ず
に
工
事
を
着
工
さ
れ

て
、水
道
管
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
場
合
は
、所
有
者
の
方
に
修
繕
、補

償
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、多

大
な
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
赤
平
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

所
有
者
の
方
は
、給
水
装
置
工
事
申

込
書
に
所
有
者
の
押
印
の
箇
所
が
あ

り
ま
す
の
で
家
屋
改
造
や
解
体
の
際

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

上
下
水
道
課
で
は
、お
近
く
の
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
を
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
の
一
覧
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
https://www.city.　

　
akabira.hokkaido.jp/　

　
docs/2012122800091.html

問
合
せ　

上
下
水
道
課
管
理
係

　

緯
32
‐
２
２
１
８

行
政
・
公
共

人
材
育
成
・
定
住
促
進

 

　
　
　
　
　
　

 

奨
学
金

有
料
道
路
使
用
に
お
け
る

障
が
い
者
割
引
の
手
続
き

生
　

活

【
こ
ん
な
と
き
は
上
下
水
道
課
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。】

◆
長
期
間
水
道
を
使
わ
な
い
と
き　

　
（
長
期
の
出
張
や
旅
行
な
ど
）

◆
水
道
の
使
用
者
、所
有
者
に
変
更
が

　

生
じ
た
と
き（
水
道
の
使
用
者
、所

　

有
者
が
変
わ
る
と
き
）

◆
建
物
を
解
体
す
る
と
き（
給
水
装
置

　

の
撤
去
工
事
な
ど
を
市
の
指
定
の

　

水
道
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
お

　

申
込
み
く
だ
さ
い
。）

※
引
越
し
に
よ
る
水
道
・
下
水
道
の

　

使
用
開
始
・
中
止
は
、転
居
先
と
引

　

越
し
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、お

　

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
費
助
成 

領
収
書
提
出
を
忘
れ
ず
に

家
屋
の
解
体
お
よ
び

家
屋
改
造
工
事
に
伴
う
届
出


